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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第96期

中間連結会計期間
第97期

中間連結会計期間
第96期

会計期間
自 2023年４月１日

至 2023年９月30日

自 2024年４月１日

至 2024年９月30日

自 2023年４月１日

至 2024年３月31日

売上高 （千円） 11,565,833 11,667,917 23,381,509

経常利益 （千円） 860,633 650,279 1,928,348

親会社株主に帰属する
中間（当期）純利益

（千円） 773,955 190,998 1,931,402

中間包括利益又は包括利益 （千円） 1,257,589 △93,713 2,610,146

純資産額 （千円） 28,989,090 29,638,050 30,135,863

総資産額 （千円） 35,032,329 36,530,491 36,528,726

１株当たり中間（当期）
純利益

（円） 75.37 18.70 188.08

潜在株式調整後１株当たり
中間（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 81.4 79.7 81.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 1,947,132 598,667 4,227,985

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △746,380 △2,030,656 △1,575,214

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △1,010,987 143,029 △1,276,903

現金及び現金同等物の
中間期末（期末）残高

（千円） 5,851,210 5,728,708 7,079,430
 

(注) １. 当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２. 潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３. 当社は2024年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、「１株当たり中間（当期）純利益」を算定しておりま

す。

 
２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容について重要な変更はありませ

ん。

　なお、2024年７月３日付で株式会社ピーアンドエムの株式を取得したことに伴い、当中間連結会計期間より同社

を「その他」セグメントに含めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者

が連結会社の財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識して

いる主要なリスクの発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更

はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 
(1) 経営成績

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、経済活動の正常化、雇用・所得環境の改善、インバウンド需要の

増加などにより緩やかな回復基調となりました。しかしながら、中東情勢を中心とする地政学リスクの更なる悪

化、エネルギー、原材料の価格高騰、不安定な為替相場等の影響により依然として先行き不透明な状況が続いて

おります。

当社グループの属する自動車業界につきましては、認証不正問題により一部メーカーの生産・出荷が停止した

影響もあり、国内自動車販売台数は減少したものの、徐々に回復し正常化に向かうとみられます。

このような市場環境のなか、当社グループにおきましては、前年同期比で国内販売は1.3％減少しましたが、北

米向けの受注が増加したことから海外販売が7.2％の増加となっており、国内外を合わせると0.9％の販売増とな

りました。

利益につきましては、継続的な固定費の徹底圧縮による原価改善活動や賃上げによる労務費上昇分の売価転嫁な

どが進み、営業利益は前年同期比で増益となりました。一方、急激な円高による為替差損の計上により経常利益は

前年同期比で減益、メキシコ子会社において前連結会計年度末に計上した繰延税金資産のドル評価額がドル高メキ

シコペソ安により減少したことに伴い、法人税等調整額（損）を計上したことにより親会社株主に帰属する中間純

利益につきましても前年同期比で減益となりました。

以上の結果、売上高は11,668百万円（前年同期比102百万円増）、営業利益は792百万円（前年同期比157百万円

増）、経常利益は650百万円（前年同期比210百万円減）、親会社株主に帰属する中間純利益は191百万円（前年同

期比583百万円減）となりました。

 
セグメントの業績については、次のとおりであります。

なお、2024年７月３日付で株式会社ピーアンドエムの株式を取得したことに伴い、当中間連結会計期間より同社

を「その他」セグメントに含めております。

 
（自動車部品製造事業）

自動車部品製造事業は主にエンジンバルブ、バルブシート、コッタ、リテーナ、機械等の製造、販売を行って

おります。当中間連結会計期間における自動車部品製造事業の売上高は、前年同期比1.5％減少の11,296百万円、

セグメント利益は前年同期比28.6％増加の807百万円となりました。

 
（その他）

その他事業は、ファクトリーオートメーション機器等の精密部品やリチウムイオン電池等に使用されるセパ

レータフィルムの製造用金属ロール、シャフト等の金属製品・部品の製造、販売を行っております。当中間連結

会計期間におけるその他事業の売上高は、株式会社ピーアンドエムを連結の範囲に含めたことにより、前年同期

比283.2％増加の372百万円となりました。一方、シリコンサイクルの下降局面に伴う受注調整等の影響で同社の

販売が低位となったことで、セグメント損失は15百万円（前年同期はセグメント利益8百万円）となりました。
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(2) 財政状態

    （資産）

当中間連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ2百万円増加し36,530百万円となりました。総資産

増加の主な内訳は、のれんの増加515百万円、商品及び製品の増加356百万円、流動資産（その他）に含まれる預

け金の減少911百万円であります。

のれんは株式会社ピーアンドエムの株式取得により増加し、流動資産（その他）に含まれる預け金は、当該株

式取得に向けた原資確保のため、手元資金の運用を目的とした関係会社への預け金を解約したことにより減少し

ております。

 
（負債）

当中間連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ500百万円増加し6,892百万円となりました。負債増

加の主な内訳は、短期借入金の増加622百万円であります。

短期借入金は、在外連結子会社における借入により増加しております。

 
（純資産）

当中間連結会計期間末の非支配株主持分を含めた純資産は、前連結会計年度末に比べ498百万円減少し29,638百

万円となりました。純資産減少の主な内訳は、為替換算調整勘定の減少292百万円であります。

為替換算調整勘定は、円高の影響により減少しております。

 
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

1,351百万円減少し5,729百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 
　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、得られた資金は599百万円（前年同期は1,947百万円の獲得）となりました。収入の主な要因は

非資金損益項目である減価償却費1,159百万円、支出の主な要因は法人税等の支払額549百万円であります。

 
　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、使用した資金は2,031百万円（前年同期は746百万円の使用）となりました。支出の主な要因は

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出980百万円、有形固定資産の取得による支出954百万円による

ものであります。

 
　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により得られた資金は143百万円（前年同期は1,011百万円の使用）となりました。収入の主な要因は短

期借入金の純増減額639百万円、支出の主な要因は配当金の支払額308百万円であります。

 
(4) 研究開発活動

当中間連結会計期間の研究開発費の総額は109百万円であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末現在

発行数(株)
(2024年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,279,750 10,279,750
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は
100株であります。

計 10,279,750 10,279,750 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 2024年４月１日（注） 8,223,800 10,279,750 ― 3,018,648 ― 2,769,453
 

（注）普通株式について１株を５株の割合で分割したことによる増加であります。
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(5) 【大株主の状況】

2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(百株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

大同特殊鋼株式会社 名古屋市東区東桜１丁目１－10 47,100 46.17

大同興業株式会社 名古屋市東区東桜１丁目１－10 5,415 5.31

ジェイアンドエス保険サービス
株式会社

東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－14 3,275 3.21

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２－１ 3,212 3.15

フジオーゼックス従業員持株会 静岡県菊川市三沢1500－60 1,340 1.31

中根精工株式会社 宇都宮市小幡２丁目４－３ 1,130 1.11

モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証
券株式会社

東京都千代田区大手町１丁目９番７号　大手町
フィナンシャルシティサウスタワー

1,096 1.07

高橋　憲昭 広島市東区 910 0.89

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区赤坂１丁目８－１　赤坂インターシ
ティＡＩＲ

812 0.80

BNYM SA/NV FOR BNYM FOR BNYM
GCM CLIENT ACCTS M ILM FE
（常任代理人：株式会社三菱ＵＦ
Ｊ銀行）

２ KING EDWARD STREET, LONDON EC１A １HQ
UNITED KINGDOM
（東京都千代田区丸の内１丁目４－５）

727 0.71

計 ― 65,017 63.74
 

（注）上記のほか当社所有の自己株式787百株があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2024年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 78,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,191,700 101,917 －

単元未満株式 普通株式 9,350 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  10,279,750 － －

総株主の議決権 － 101,917 －
 

（注）１「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株が含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式45株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2024年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

（自己保有株式）

フジオーゼックス株式会社
静岡県菊川市三沢
1500番地の60

78,700 － 78,700 0.77

計 － 78,700 － 78,700 0.77
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月30

日まで）に係る中間連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,838,365 5,611,998

  受取手形及び売掛金 ※  4,921,778 5,098,535

  商品及び製品 2,110,914 2,467,136

  仕掛品 1,423,853 1,619,522

  原材料及び貯蔵品 1,811,524 1,948,708

  その他 1,497,748 716,966

  貸倒引当金 △8,000 △12,840

  流動資産合計 17,596,182 17,450,025

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,160,233 4,221,215

   機械装置及び運搬具（純額） 8,413,737 8,471,357

   土地 3,369,030 3,383,506

   その他（純額） 1,387,215 1,158,891

   有形固定資産合計 17,330,215 17,234,969

  無形固定資産   

   のれん － 514,781

   その他 114,859 105,278

   無形固定資産合計 114,859 620,059

  投資その他の資産   

   その他 1,507,570 1,245,537

   貸倒引当金 △20,100 △20,100

   投資その他の資産合計 1,487,470 1,225,437

  固定資産合計 18,932,544 19,080,466

 資産合計 36,528,726 36,530,491

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  2,484,992 2,313,591

  短期借入金 1,577,800 2,199,740

  1年内返済予定の長期借入金 75,000 76,824

  未払法人税等 543,764 149,485

  賞与引当金 85,638 121,053

  役員賞与引当金 5,760 －

  その他 1,149,379 1,135,373

  流動負債合計 5,922,332 5,996,065

 固定負債   

  長期借入金 － 398,712

  役員退職慰労引当金 9,606 25,813

  退職給付に係る負債 218,865 224,399

  その他 242,060 247,451

  固定負債合計 470,531 896,376

 負債合計 6,392,863 6,892,441
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,018,648 3,018,648

  資本剰余金 2,749,813 2,755,625

  利益剰余金 22,562,464 22,445,390

  自己株式 △10,280 △112,120

  株主資本合計 28,320,644 28,107,542

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 － 914

  為替換算調整勘定 1,284,472 992,247

  退職給付に係る調整累計額 20,037 24,854

  その他の包括利益累計額合計 1,304,509 1,018,015

 非支配株主持分 510,710 512,493

 純資産合計 30,135,863 29,638,050

負債純資産合計 36,528,726 36,530,491
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

売上高 11,565,833 11,667,917

売上原価 9,348,004 9,225,978

売上総利益 2,217,829 2,441,939

販売費及び一般管理費   

 報酬及び給料手当 494,559 573,610

 荷造運搬費 226,600 275,658

 賞与引当金繰入額 11,275 13,172

 退職給付費用 59,367 25,357

 その他 790,577 762,107

 販売費及び一般管理費合計 1,582,379 1,649,904

営業利益 635,451 792,035

営業外収益   

 受取利息 25,615 15,980

 受取配当金 300 301

 受取賃貸料 10,257 10,424

 受取補償金 1,089 －

 為替差益 206,124 －

 その他 29,386 35,413

 営業外収益合計 272,770 62,118

営業外費用   

 支払利息 40,954 31,922

 為替差損 － 157,325

 固定資産除却損 5,358 4,796

 その他 1,275 9,831

 営業外費用合計 47,587 203,874

経常利益 860,633 650,279

特別利益   

 負ののれん発生益 38,687 －

 特別利益合計 38,687 －

税金等調整前中間純利益 899,321 650,279

法人税、住民税及び事業税 201,295 175,667

法人税等調整額 △83,420 278,496

法人税等合計 117,876 454,163

中間純利益 781,445 196,115

非支配株主に帰属する中間純利益 7,490 5,118

親会社株主に帰属する中間純利益 773,955 190,998
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

中間純利益 781,445 196,115

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 － 914

 為替換算調整勘定 469,080 △295,541

 退職給付に係る調整額 7,065 4,798

 その他の包括利益合計 476,144 △289,829

中間包括利益 1,257,589 △93,713

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 1,246,385 △95,497

 非支配株主に係る中間包括利益 11,205 1,784
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 899,321 650,279

 減価償却費 1,178,346 1,159,195

 のれん償却額 － 16,606

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 780 4,840

 賞与引当金の増減額（△は減少） 24,459 29,812

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,125 △5,760

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 26,340 14,467

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △17,465 △11,833

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,150 1,603

 受取利息及び受取配当金 △25,915 △16,281

 支払利息 40,954 31,922

 有形固定資産処分損益（△は益） 3,025 2,330

 受取補償金 △1,089 －

 売上債権の増減額（△は増加） △164,073 △164,661

 棚卸資産の増減額（△は増加） 29,761 △439,407

 仕入債務の増減額（△は減少） 80,484 △96,082

 負ののれん発生益 △38,687 －

 その他 △8,676 △40,517

 小計 2,024,589 1,136,513

 利息及び配当金の受取額 19,895 11,439

 利息の支払額 △41,001 △31,954

 補償金の受取額 1,089 －

 法人税等の還付額 93,629 31,547

 法人税等の支払額 △151,068 △548,878

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,947,132 598,667

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △602,309 △954,152

 有形固定資産の売却による収入 3,248 2,554

 投資有価証券の取得による支出 － △75,000

 無形固定資産の取得による支出 △23,765 △3,300

 定期預金の預入による支出 － △1,800

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△118,853 △979,553

 その他 △4,701 △19,405

 投資活動によるキャッシュ・フロー △746,380 △2,030,656

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △760,085 639,100

 長期借入れによる収入 － 100,000

 長期借入金の返済による支出 △110,000 △98,095

 自己株式の取得による支出 － △182,003

 配当金の支払額 △133,501 △308,072

 その他 △7,401 △7,900

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,010,987 143,029

現金及び現金同等物に係る換算差額 157,608 △61,762

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 347,373 △1,350,722

現金及び現金同等物の期首残高 5,503,837 7,079,430

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  5,851,210 ※  5,728,708
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【注記事項】

(連結の範囲の変更)

　当中間連結会計期間より、株式会社ピーアンドエムの株式を取得したため、同社を連結の範囲に含めておりま

す。

 
(中間連結貸借対照表関係)

※　中間連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、下記の満期手形等を満期日に決済が行われたものと

して処理しております。

 

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

受取手形及び売掛金 120,148千円 －千円

支払手形及び買掛金 2,005千円 －千円
 

 

(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
 至 2024年９月30日)

現金及び預金 5,118,115千円 5,611,998千円

流動資産　その他(関係会社預け金) 733,094千円 330,310千円

預金期間が３ヶ月を超える定期預金等 －千円 △213,600千円

現金及び現金同等物 5,851,210千円 5,728,708千円
 

 

(株主資本等関係)

前中間連結会計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月23日
定時株主総会

普通株式 133,501 65.00 2023年３月31日 2023年６月26日 利益剰余金
 

 
２  基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年10月27日
取締役会

普通株式 205,387 100.00 2023年９月30日 2023年12月５日 利益剰余金
 

 
３ 株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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当中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月21日
定時株主総会

普通株式 308,072 150.00 2024年３月31日 2024年６月24日 利益剰余金
 

（注）当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っておりますが、上記は当該株式分

割前の配当金の額を記載しております。

 
２ 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年10月28日
取締役会

普通株式 204,020 20.00 2024年９月30日 2024年12月５日 利益剰余金
 

 
３ 株主資本の金額の著しい変動

当社は、2024年５月８日開催の取締役会決議に基づき、資本効率の向上と経営環境の変化に対応した機動的な資本

政策の遂行を可能とするため、自己株式125,000株の取得を行いました。なお、当該決議に基づく自己株式の取得につ

きましては、2024年６月21日をもって終了しており、これにより単元未満株式の買取りも含めて、自己株式が182,003

千円増加しております。

また、当社は、2024年６月21日開催の取締役会における決議に基づき、2024年７月12日に譲渡制限付株式報酬とし

て自己株式56,975株を処分しました。この処分等により自己株式は80,164千円減少しております。

この結果、当中間連結会計期間末において自己株式は112,120千円となっております。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
中間連結
財務諸表
計上額

自動車部品製造
事業

その他 計

売上高      

  外部顧客への売上高 11,468,729 97,105 11,565,833 － 11,565,833

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － － －

計 11,468,729 97,105 11,565,833 － 11,565,833

セグメント利益 627,154 8,296 635,451 － 635,451
 

（注）セグメント利益の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 
２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループのセグメントはこれまで単一セグメントでありましたが、2023年７月３日付で株式会社マルヨシ製

作所の株式を取得したことに伴い、当中間連結会計期間より「その他」を新たに報告セグメントとして追加し、

「自動車部品製造事業」および「その他」の２区分によりセグメント情報を記載しております。

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

　（負ののれん発生益）

「その他」セグメントにおいて、株式の取得により株式会社マルヨシ製作所を連結子会社としたことに伴い、負の

のれん発生益を特別利益に計上しております。当該事象による負ののれん発生益の計上額は、中間連結会計期間にお

いて38,687千円であります。
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当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
中間連結
財務諸表
計上額

自動車部品製造
事業

その他 計

売上高      

  外部顧客への売上高 11,295,853 372,064 11,667,917 － 11,667,917

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － － －

計 11,295,853 372,064 11,667,917 － 11,667,917

セグメント利益又は損失(△) 806,758 △14,723 792,035 － 792,035
 

（注）セグメント利益の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 
２．報告セグメントの変更等に関する事項

当中間連結会計期間において、株式会社ピーアンドエム（2024年７月３日株式取得）を連結子会社化したことに

伴い、同社を「その他」セグメントに含めております。

 
３．報告セグメントごとの資産に関する情報

当中間連結会計期間において、株式会社ピーアンドエム（2024年７月３日株式取得）を連結子会社化したこと等

により、前連結会計年度の末日に比べ、「その他」セグメントの資産の金額が1,176,958千円増加しております。

 
４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

　（のれんの金額の重要な変動）

「その他」セグメントにおいて、株式会社ピーアンドエム（2024年７月３日株式取得）を連結子会社化したこと

により、当中間連結会計期間においてのれんが531,387千円発生しています。

なお、のれんの金額は、当中間連結会計期間末において、取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定

された金額であります。

 
(企業結合等関係)

（取得による企業結合）

　当社は、2024年３月28日開催の取締役会において、株式会社ピーアンドエムの全株式を取得し、連結子会社化す

ることについて決議し、2024年３月28日付で株式譲渡契約を締結いたしました。当該株式譲渡契約に基づき、当社

は2024年７月３日に当該全株式を取得しております。

 
(1) 企業結合の概要

 

① 被取得企業の名称およびその事業の内容

  被取得企業の名称　　株式会社ピーアンドエム

  事業の内容　　　　　金属製品・部品の製造販売、医療器具等の開発および製造販売
 

② 企業結合を行った主な理由

当社は、2026年中期経営計画の基本方針の１つに『新規事業領域の育成および拡大』を掲げ、既存事業であ

る自動車業界にこだわることなく、シナジーが得られそうな分野への更なるＭ＆Ａ投資を開始しております。

同社は、1998年の設立以来、「ものづくり力、技術力、開発力、行動力」で「お客様の高い満足と強い信頼

を頂く商品を提供する」を経営理念として、ファクトリーオートメーション機器等の精密部品を高い技術力を

持って生産しており、堅実な成長を続けております。

ものづくりにおける経営理念は当社と共通するものであり、高い親和性を根幹として相互の力を合わせて部

品メーカーを取り巻く社会課題の解決に一層貢献するとともに、業容拡大ならびに新分野参入への加速に向け

て株式を取得いたしました。

今回の株式取得（子会社化）により、グループ内の経営資源の共有や事業提携を通して相互にシナジーを発

揮し、新たな価値創造と一層の企業価値向上に取り組んでまいります。
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③ 企業結合日

2024年７月１日（みなし取得日）

2024年７月３日（株式取得日）
 

④ 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得
 

⑤ 結合後企業の名称

当面の間、変更はありません。
 

⑥ 取得した議決権比率

100％
 

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したことによるものです。

 
(2) 中間連結会計期間に係る中間連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

   2024年７月１日から2024年９月30日まで

 
(3) 被取得企業の取得原価および対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 1,141,000千円

取得原価  1,141,000千円
 

 
(4) 主要な取得関連費用の内容および金額

　　アドバイザリーに対する報酬・手数料等　　69,922千円

 
(5) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法および償却期間

① 発生したのれんの金額

531,387千円

なお、上記の金額は暫定的に算定された金額です。

② 発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力であります。

③ 償却方法および償却期間発生原因

８年間にわたる均等償却

 
(6) 企業結合日に受け入れた資産および引き受けた負債の額ならびにその主な内訳

　　流動資産　　　　　　　　786,640　千円

　　固定資産　　　　　　　　344,611　千円

　　資産合計　　　　　　　1,131,251　千円

　　流動負債　　　　　　　　158,503　千円

　　固定負債　　　　　　　　363,135　千円

　　負債合計　　　　　　　　521,638　千円
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(収益認識関係)

顧客との契約から認識した収益については、顧客の所在地別に分解しており、次のとおりであります。

 

前中間連結会計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

（単位：千円）

 報告セグメント
合計

 自動車部品製造事業 その他

日本 8,468,551 97,105 8,565,655

北米 1,728,033 － 1,728,033

中国 971,015 － 971,015

その他 301,130 － 301,130

顧客との契約から生じる収益 11,468,729 97,105 11,565,833

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 11,468,729 97,105 11,565,833
 

（注）当中間連結会計期間より、報告セグメントを「自動車部品製造事業」および「その他」の２つの区分へ

　　　変更しております。

 
当中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

（単位：千円）

 報告セグメント
合計

 自動車部品製造事業 その他

日本 8,078,901 372,064 8,450,965

北米 1,988,599 － 1,988,599

中国 944,042 － 944,042

その他 284,311 － 284,311

顧客との契約から生じる収益 11,295,853 372,064 11,667,917

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 11,295,853 372,064 11,667,917
 

（注）当中間連結会計期間において、株式会社ピーアンドエム（2024年７月３日株式取得）を連結子会社化したこと

に伴い、同社を「その他」セグメントに含めております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
 至 2024年９月30日)

１株当たり中間純利益 75円37銭 18円70銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益(千円) 773,955 190,998

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間
純利益(千円)

773,955 190,998

普通株式の期中平均株式数(株) 10,269,325 10,212,554
 

（注）１　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間純利益を算定しております。
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２ 【その他】

剰余金の配当

2024年10月28日開催の取締役会において、第97期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）中間配当につき、次の

とおり決議いたしました。

（１）中間配当総額 204,020千円

（２）１株当たり中間配当金額 20円00銭

（３）支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2024年12月５日
 

（注）2024年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し支払を行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

 

2024年11月８日
 

フジオーゼックス株式会社
 

取締役会　 御中
 

 
有限責任監査法人トーマツ
静岡事務所  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 坂　部　彰　彦  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 望　月　邦　彦  

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジオーゼックス

株式会社の2024年4月1日から2025年3月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年4月1日から2024年9月30日

まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中

間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、フジオーゼックス株式会社及び連結子会社の2024年9月30日現在の財政状態並びに同日

をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レ

ビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中

間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

ていないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 
 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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